
2024 ＤＵＮＬＯＰ ＣＵＰ 全国選抜ジュニアテニス選手権大会 
兼ワ－ルドジュニアテニス‘2024 世界大会代表選考会 

九州地域予選大会 
   

《開 催 要 項》 
 

１．主  催  九州テニス協会 
２．主  管  沖縄県テニス協会 
３．後  援  沖縄県教育委員会・読売新聞社・琉球新報・沖縄タイムス 
４．期  日   ２０２４年 ２月１０日（土祝）～１３日（火） 
５．会  場  沖縄県総合運動公園（砂入り人工芝） 
                   沖縄県沖縄市比屋根 5 丁目 3-1 TEL：098-933-1090 
６．種  目  １４才以下男子・女子シングルス ３２名 （2010 年１月１日以降出生者） 
        １２才以下男子・女子シングルス ３２名 （2012 年１月１日以降出生者） 
７. 参加資格  日本国籍を有し、九州テニス協会加盟団体及び傘下団体登録者とします。 

但し、外国人で全国大会開催初日を起点として、過去引き続き１２ヶ月以上日本に在
住している者はこの限りではない。 
各県テニス協会が推薦した者とする。 

８．試合方法  ト－ナメント方式。 ベストオブ３タイブレークセット       
９．使 用 球      ダンロップ オーストラリアンオープン 
10．参 加 料   ６,５００円 （支払方法は選考結果発表時に提示します） 
11. ﾜﾝｺｲﾝ制度  本大会は、ワンコイン制度及びＪＴＡジュニアランキング対象大会です。 

及びｼﾞｭﾆｱ   参加にあたり負担金を含めた上記参加料のお支払いをお願いします。   
JPIN 制度   ご協力お願いいたします。 

12．申込要領  オンラインエントリー：2023 年 11 月 13 日（月）0:00～12 月 20 日（水）13:59   
JTA プレーヤーゾーン（以下 URL）よりエントリーください。 

https://jta.tournamentsoftware.com/tournament/B0D487F4-8BC8-4852-AE1C-10B7BA141BCC 
所属の変更がある場合は、所属県協会の変更が完了してからエントリーください。 
九州選抜ジュニアダブルス選手権も申込をする選手は、同時にエントリー可能です。 
エントリー完了後は、エントリーリストにて名前、種目を確認下さい。 

         九州テニス協会のホームぺージにエントリーマニュアルを掲載しています。 
         どうしてもエントリーが出来ない場合は九州テニス協会へお問合せください。  

ドローは、九州テニス協会のホームぺージ http://www.k-tennis.jp/ にてご確認 
ください。 
★各県テニス協会は、順位表を 2023 年 12 月 18 日（月）までに九州テニス協会へ 

メール等にて送付下さい。 
13．選 考 会      ２０２４年 １月 8 日（月） 
14．個人情報    本大会申込書に記載された個人情報については、年齢基準の確認及び大会に係わる 

保護につ  諸連絡に使用するとともに、氏名、年齢、所属については本大会プログラムに掲載 
いて    することがあります。 

また、氏名、生年月日、所属については日本テニス協会及び都道府県テニス協会間の 
大会資料として使用致します。更に、氏名、所属については大会の記録として本協会 
の報誌や記念誌等へ掲載させていただくこともあります。尚、その他の個人情報につ 
きましては、本人の同意を得ることなく第三者に提供いたしません。 
大会記録（戦績、報告、講評）及び大会期間中に主催者が撮影した動画及び静止画に 
ついては,その権利は全て主催者に帰属するもとします。 
 
 



 
 

15．備  考 (1) 天候等やむをえない事情により、期日・会場・試合方法を変更する場合があります。 
(2) 大会期間中における負傷、事故等については応急処置をとりますが、他については 

主催者加入傷害保険の範囲内とします。 
(3) 当予選大会の上位者は、２０２４年度全国選抜ジュニアテニス選手権大会兼ワール 

ドジュニア‘２０２４表選考会（２０２４年５月 千葉予定）の参加選手として、九州
テニス協会より推薦いたします。 

         (4) 今回は敗者・補欠選手による練習試合は行いません。 
また、前日及び朝の練習コートはありません。 

(5）スポーツ庁からの指導にて、この大会中は原則ビデオ・写真等の撮影を禁止します。 
また、無断撮影した動画・写真をインターネット上の SNS などへの掲載は禁止しま 
す。動画・写真を撮影の際は、必ず対戦相手(保護者)への了解を取ったうえで行って 
下さい。対戦相手の了解を得た動画・写真であっても、インターネット上への公開は 
禁止であり、あくまでも個人的記録であることが前提となります。 
 

 
       ディレクター  吉 田 達 正   レフェリー  大 嶺  和 己 

 

以上 

 


